
 

 

大学生と町村長との意見交換会 

 

 本年 6 月に選挙権年齢が満 18 歳に引き下げられることから、町村会としてもこの機会を

捉え、地域社会の担い手となる若者の政治参加や社会進出に積極的に貢献することを目的に、

徳島文理大学の総合政策学部と連携し、学生と町村長との意見交換会を設けることといたし

ました。 

 初めてとなる意見交換会を、去る 1月 21日（木）徳島文理大学で開催いたしました。 

その場には、学生 40 名余りと本会からは役員である石川智能藍住町長、坂口博文那賀町

長、花本靖上勝町長が参加いたしました。 

 そして、総合政策学部の中村昌宏学部長の進行により、各町長から町の抱える課題等につ

いて説明した後、学生からの質問を受け、各町長が答える流れで意見交換が行われ、各町長

からは選挙や政治に関心を持つことなどを学生たちにアドバイスしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  坂口町長                 花本町長 


